
 

令和５年度第１回久慈圏域医療連携会議及び久慈構想区域地域医療調整会議議事録 

 

日 時：令和５年９月７日(木)18:30～20:00 

場 所：久慈地区合同庁舎６階大会議室 

                          出席者：委員・専門委員21名中20名出席、１名欠席 

                 (18名現地(うち２名代理)出席、２名オンライン出席) 

                 オブザーバー４名中４名現地出席 

                 事務局９名(県庁医療政策室２名、岩手県医療局２名、 

久慈保健所５名) 

報道機関２者(デーリー東北久慈支局、陸中魁新聞社) 

 

１ 開会（千田 久慈保健所次長） 

２ 挨拶（森谷 久慈保健所長） 

  お忙しい中、お集まりいただき感謝する。また日ごろから、保健福祉行政に御理解と御協

力いただき、厚く御礼申し上げる。特にここ数年、新型コロナウイルス感染症に対して関係

者の皆様には、感染症対策、検査、診療、ワクチン接種等にご尽力いただき感謝する。 

  本日の議題について、医療計画は、国の定める基本方針に即し、地域の実情に応じて、医

療提供体制の確保を図るために都道府県が策定するもの。岩手県の保健医療計画で、地域編

を策定している。地域での重点課題と主な取組を記載しており関係者の皆様とともに取組を

進めているところである。現行の第７次計画は2018年度から６か年計画で進めており、本年

が最終年度となっている。県庁のほうでは医療計画部会で計画の見直し等進めているが、圏

域のほうでも現行の計画の見直しを進めていくこととしている。 

  それから地域医療構想についてだが、すでに病院では具体的対応方針を策定しているとこ

ろ。国の通知等で有床診療所も具体的対応方針の策定を行うこととされている。 

  また、公立病院経営強化プランの策定についても、地域医療構想調整会議で議論を行う必

要があるということで、例年以上に議題が多くなっている。限られた時間ではあるが、御意

見をいただきたいと思うので、御議論のほどよろしくお願いする。 

 

３ 議事 

(1) 令和５年度久慈圏域医療連携会議及び久慈構想区域地域医療構想調整会議の進め 

方について 

  ○ 資料１により事務局（久慈保健所）から説明 

〇 質疑等なし 

 

(2) 次期岩手県保健医療計画（R6-R11）について 

   〇 資料２及び３により事務局（医療政策室）から説明 

  〇 資料４－１、資料４－２、参考資料１、資料４－３及び参考資料２により事務局 

（久慈保健所）から説明 

 

   〇 佐々木秀博 委員(久慈市保健推進課長) 

    現行計画の久慈地域編重点課題の取組状況と課題について（資料４－２、参考資 

料１関係）だが、（資料４－２で）「予防に関して、行政機関からの積極的な発信が 

必要ではないか」という御意見もいただいている。 

      令和５年度の取組予定で、８月20日に、アンバーホールで開催した「塩かげんもあま

ちゃんで♪減塩フェスタ in 久慈」について触れたい。 

     久慈地域の脳血管疾患及び心疾患に関係の深い生活リスクを予防するため、全年代での



 

生活習慣病対策・健康づくりの普及啓発を目的に、減塩をテーマにしたイベントである。 

    日本高血圧学会の先生、久慈医師会の先生及び久慈保健所の管理栄養士の講演等の他

に、企業の健康づくりの取組紹介、食生活改善推進員協議会の減塩寸劇など、多彩なプ

ログラムで開催されたものである。 

実施主体は当市の他に久慈医師会、久慈保健所及び国民健康保険久慈地区協議会。 

    共済団体として、久慈歯科医師会、久慈薬剤師会、洋野町、野田村、普代村など久 

慈地域のさまざまな団体の皆様から御協力をいただいて、取組みを進めることがで 

きている。改めてこの場を借りて感謝申し上げる。 

 またイベント当日は、553人の来場があり、来場された方々からは、「減塩がいか 

に大事か知ることができた」、「さまざまな団体が連携して取り組んでいてとてもよ 

かった」等のコメントをいただいた。 

 年度当初はイベント開催の具体的な取組方針が決定されておらず、調書（参考資 

料１）作成時に具体的に記載できなかったが、生活習慣病対策、健康づくりの普及 

啓発について、今後も継続した取組みの必要性があると考えていること。 

 

   〇 柴田俊秀 専門委員(県立久慈病院 副院長) 

     脳卒中診療については、御存じのとおり脳外科の入院が無くなったが、八戸のほ 

うとすでに連携などをとっている。ご理解をいただければと思う。 

 

   〇 三浦一之 専門委員（県立久慈病院 副院長） 

     ここは医療について議論する場だと思うが、在宅、介護のほうが非常に大変であ 

    る。地域全体としてそう感じる。 

     会議としては医療がメインだと思うが、地域包括ケアの観点からは、介護との計 

画の情報共有等をしていかないと、医療だけ頑張って「こうやりたい」といっても、 

受け入れ先との共有等が必要になる。情報共有の仕組みを入れていかないと。人手 

が足りないので、情報の共有が非常に重要だと思っている。課題として入れていか 

ないと計画としてうまく動かないと思う。 

 

 (3) 地域医療構想に係る有床診療所の具体的対応方針について 

   〇 資料５－１及び５－２により事務局（久慈保健所）から説明 

 

   〇 千田修 委員(久慈医師会長) 

      特に意見はないが、休床中の診療所はどうするのか。 

 

   〇  森谷俊樹 議長・委員（久慈保健所長） 

     記載例はある。書き方がわからなければ保健所に連絡いただきたい。 

 

 (4) 公立病院経営強化プランの検討について 

   〇 資料６により事務局（医療局）から説明 

   〇 事務局（久慈保健所）から洋野町国民健康保険種市病院の進捗状況について説明 

     現在、プランの案の作成に向けて情報収集、分析作業中。今後、種市病院運営協 

議会において、２回程度検討予定であり、地域医療構想調整会議との調整を進め、 

今年度中に策定予定であること。 

   〇 質疑等無し。 

４ 閉会（千田 久慈保健所次長） 


